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1.研究の背景及び目的

　新しい義務教育学校の形として、公立小中一貫・連

携教育校の取り組みが始められている。施設一体型、

小・中学校の施設が離れている施設分離型に大きく大

別されるが、その実態は多種多様である。主に、中学

に入り不登校等が急増する「中１ギャップ」の解消が

目的とされているが、中高一貫の「中等教育学校」の

様に学校教育法で定められた学校ではないため、法的

には「小中一貫校」という学校は存在しない。小中一

貫・連携教育を実施している自治体、施設一体型小中

一貫校設置、施設分離型で施設一体型と同等な組織運

営を実施している自治体、これは共に増加傾向にあり、

小中一貫・連携教育校は更に増加が見込まれている。

　小中一貫教育の活動は、各学校の実態や立地条件等

に合わせて行われることとなるが、小・中学生の交流

活動や小・中学校教員の他校種での授業の実施等、児

童・生徒や教員の学校間の移動が多くなることから、

施設の形態とも大きな関わりがある。

　本研究では、前述の内容を踏まえ、小中一貫・連携

教育校を行っている学校を形態毎に分類し、以下3点に

焦点を当てる。

　第一に、小中一貫・連携教育校を設置している自治

体の、導入段階から実現までのプロセスを把握し、特

性を明らかにする。第二に、小中一貫・連携教育校の

運営、活動の実態を明らかにする。第三に、小中一

貫・連携教育校の影響と変容について明らかにする。

これらを踏まえた上で、小中一貫・連携教育校を評価

し、小中一貫・連携教育校の今後の方向性を見出すこ

とを目的としている。

2.調査概要

　各学校の立地条件、施設・連携の形態が異なる各学

校を、大きく①施設一体型の小中一貫校、②小中一貫

カリキュラムを行う施設分離型の小中一貫校、③小中

連携教育を行う施設別の小・中学校、といった3タイプ

に分類し、事前に行った各自治体への電話ヒアリング

調査によって実態調査を行い、最終的に現地ヒアリン

グ調査対象校8校を選出した。

　研究方法は各校の設置、運営に携わった教育委員会、

学校関係者への現地ヒアリング調査によって進め、現

地ヒアリング調査の了承を得られなかったが、教育委

員会に対する現地ヒアリング調査を行えたA-Siについ

ては補足として実現プロセス段階のみ対象に含んでい

る。M-To教育委員会については、学校側への現地ヒア

リング調査のみで進め(表1)、可能な限りでアンケート

調査の承諾を得たFu市のF-Fu、F-FuMについても、アン

ケート回答を載せている。

　表3に各調査対象校の概要を示す。その形態には、上

記の３つの類型、①施設一体型の小中一貫校、②小中

一貫カリキュラムを行う施設分離型の小中一貫校、③

小中連携教育を行う施設別の小・中学校、に分類した

が、それを更に調査対象校を選出した後、運営、形態

の違いについて整理している。

　小中一貫・連携教育の活動は、各学校の実態や立地条件等に合わせて行われることとなるが、交流活動

や授業の実施等、児童・生徒や教員の学校間の移動が多くなることから、施設の形態とも大きな関わりが

あるが、施設計画と実現までのプロセスから、運営・活動、影響の実態までを明らかにした研究は未だ無

い。本研究では、それを明らかにした上で、評価を行い、今後の方向性を見出すことを目的としている。

　小中一貫・連携教育校は、時代背景に上手く噛み合っていると言え、特に統廃合が関係する際には、

小中一貫校を付加価値として用いることで合意を得易いが、導入後、元々の活動の違いから不都合が生

じる。既存校舎を活かしたままでも、小学校の教員と中学校の教員が、児童生徒の情報共有によりお互

いにコミュニケーションを図ることに関しては意義があり、より良い連携の関係が築ける可能性がある。

表1　現地ヒアリング調査対象



3.小中一貫・連携教育校における実現プロセスの特性

1)小中一貫・連携教育校検討の背景　小中一貫・連携

教育校には、流行的側面があり(表2<1><2>)、自治体や

学校の目玉となる為に導入する背景があり<3><4>、更

に地域や学校の活性化に繋がるという期待も持ってい

る<5>。実際に宣伝効果も伺え、問い合わせや引っ越し

<6>、他学区から通う児童生徒があり<7>、小中一貫・

連携教育が学校を選ぶ1つの要因となると言える<8>。

一方、地域の活性化としては良いが、小中一貫校を

「売り」に広告を出すという動きもあり<9-11>、それ

が都市中心部の学校においては、更なる人数増加の原

因になり、公立学校であるが故の苦しみや<12><13>、

学区内に住む地域、保護者に不安や混乱を生じさせて

いる<14>。更に、周囲の学校への影響も出る<15>。

2)小中一貫・連携教育校設置の発端　施設一体型設置

には、学校自体の改築時期と重なっている場合や(表

4<1>)、改築時期と重なっている場合分離型のOkでも一

体化の計画がある。財政面の効率化<2-5>、児童生徒数

の減少による統廃合<6><7>、またマンモス校の解消<8>

という側面がある。施設一体型の設置方法の実態とし

ては、統廃合の方法と大差が見られず、同校種間の横

の統合であるか、異校種間の縦の統合であるかの違い

であるとも言える。

3)設置の条件　統合により、小学校区を単位として行

われていた地域活動が統一される<9>、地域で行ってい

た運動会が無くなるということも生じている<10>。特

に小学校区と中学校区が異なる場合は、地域活動の衰

退が顕著に現れる<11>。学校毎に動いている組織や運

営も上手く行かない<12>、統合による通学距離増大の

懸念等<13>、統合によって、小学校区を単位として行

われていた地域活動が衰退してしまう危うさを孕み、

このことからも、小規模校も大規模校も、学区域が一

致している場合に検討され易いということが言える

<14-16>。それに加え、元々の校舎同士の距離が近い

<17>、2つの小学校の場合でも、学区域が狭く連携し易

い<18-20>といったことに加え、元々地域として行い易

い<21>、学校同士が連携していた<22><23>ということ

も対象校に選ばれる要因である。こうして、元々の素

地があったところ<24>、地元調整を行い易いところ

<25><26>を、まずはモデルケースとして選ぶ特性があ

る。
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表3　調査対象校の概要

施設形態
教育形態 小中連携教育
学校名 　It 　To 　Ta 　Nu

形態図

所在地 東京都品川区 大阪府箕面市 奈良県奈良市 兵庫県南あわじ市
児童生徒・学級数 *1 1197人・33学級 166人・10学級 80人・11学級 小：31人・4学級

中：24人・3学級
開校年 2007年 2008年 2006年 2005年

学年区分 4-3-2制 4-3-2制 4-3-2制 6-3制
敷地面積 11,480㎡ 35,547㎡ 38,585㎡ 2,438㎡(小)、3,301㎡(中)

階数 地下2階、地上5階 地上2階 地上3階 地上3階(小)、地上4階(中)
整備手法 新築 新築 既存改修 既存

施設形態
教育形態
学校名 　Ok 　Kk 　He 　Mi

形態図

所在地 東京都足立区 京都府京都市 奈良県奈良市 奈良県奈良市
児童生徒・学級数 803人・24学級 小6〜中：889人・27学級 小：236人・10学級、404人・14学級 小：593人・19学級

中：366人・11学級 中：311人・9学級
開校年 2006年 2006（2007）年 2008年 2008年

学年区分 4-3-2制 5-4制 4-3-2制 4-3-2制
敷地面積 - 8,387㎡ - -

階数 地上3階(小)、地上4階(中) 地下1階、地上7階 - -
整備手法 既存 新築（6〜9）、既存 既存 既存

注釈：*1）特別支援学級は含まれていない。特記が無い限り2010.5.1時点の数を表す。

小中一貫教育 小中連携教育

一体 隣接
小中一貫教育

分離（半一体） 分離

■検討の背景■

<1>小中一貫校というのがブームが始まって。(To教頭)

<2>他の自治体でも小中一貫校が進んでいったというのと

、品川でも全く同じ時期に、日野学園を建てているので、

真似たという訳じゃないんですけど。小中一貫教育が全国

的に広がり始めているという事で始めた。(A-Ok教委)

<3>人を集めるには目玉がいる.。もう一つにせざるをえん

やろと経費の面で言うと、それやったら今の流れで言う一

貫校にしようと、一体型がええやろうと、イコール「売り」に

もなる。(To教頭)

<4>宣伝なるからね。自治体にとってはね。(Ta校長)

<5>過疎化でいずれ統合もあるだろうけれど、小中一貫て

目玉を作りつつ、地域の活性化やね。(Mi校長)

■宣伝効果■

<6>TaもそうでしたけどTaの場合も、是非家を建ててまで移
り住んで、一貫教育を受けたいって希望されて、問い合わ
せされてるところもあるんですよ。(N-Ta教委）

<7>HPをご覧になって、すごく教育ママじゃないですけども
、そういう方は、是非入れたいっていうのはありますよね。
でライナーにのって通ってくるっていう子も。(Ok校長）

<8>よく施設一体型やったらね、「小中一貫教育をしている
学校はありますか」ていう、問い合わせがやっぱあるんで
す。転居する１つの条件として「そういうことあったらここへ
行きましょか」と。そうすると、少子化率がちょっとでも上が
っていくでしょ。そういう効果を狙ってるのかな。(He校長）

表2.実現プロセスの特性

小中一貫・連携教育校検討の背景
■宣伝としての使用■
<9>不動産のパンフレットには小中一貫校って出ますよね
。(Kk教委）
<10>新築住宅も伊藤学園学区域とか言って、チラシ出す
んですよ。ここに住めば入れるから絶対。(It副校長）
<11>御所南校区、御池中学校区、って書くと、一瞬にして
売れます。即日完売です。だからそれでどんどんねえ、人
が増える。(Kk教頭）
■公立学校の苦しさ■
<12>良い学校というイメージづくりを今成功としてるとどうな
るか。集まる。でしかも、公立学校の、苦しさが、学区域に
入った人を全部。公立学校は切れませんから。どうしよう、
もし増えたらどうしよう、て。(It副校長）
<13>一応公立の中学校で、まあその選択制でもなんでも
ないところなので、とりあえず校区にお住まいの方につい
ては全員受けなくちゃいけない。本当にね、制限がね、加
えられたら１番良いんでしょうけど。それは、あまりにも難し
い。うちの学校みたいなところも多いでしょうね。(Kk教頭）
<14>数が増えるってことは、それによって色んな不安も。そ
れこそ今年は先着順やから早くいかないと入れないとか、
デマも平気で流れたり。今年からは御池通りの南側は違う
学校らしいよとか。もうすごいですよ。もう試験があるよ、と
か。人数が増えると、地域の中でも色んなね。(K-Kk教委)
<15>周りの学校への影響はありますよね。だってここに来
れば他は減りますよね。(It副校長）



4)小中一貫・連携教育校の地域説明会における特性　

地域への説明の際には、地域が納得するような説明を

行う。特に施設面での変化もなく、1つの小学校と1つ

の中学校の連携の場合は、小中連携教育になったから

と言って、説明を行わないが(表5<1>)、それ以外の場

合で、2つの小学校と1つの中学校の連携の場合や、統

廃合を伴う場合、新設で建てる場合は、説明の仕方に

も工夫を要する<2-4>。統廃合が関係する際には、ただ

の統廃合では無く、小中一貫校になることの価値が説

明される<5>。時代背景に、小中一貫校が上手く噛み

合っていると言えるが、小中一貫校導入は、プラスア

ルファ的側面で検討、説明されることが多い。

5)説明を行った際の地域や保護者の反応の特性　各地

域に小中一貫・連携教育校を配置していく場合、自分

の地域が選ばれたことに対する疑問<6>、施設分離型で

統廃合を伴わない場合でも、小中一貫教育に対する疑

問<7>、校舎が変わることへの反対<8>、新設校で統廃

合を伴う場合は、教育効果への疑問<9>、小学校と中学

校統合の不安<10>、統廃合に対する反対等<11>、否定

的意見が多く出る。また、先進校であるが故の意見

<12>、それ自体への疑問と統廃合問題が合わさると、

反対意見が強く生じる<13>。連携型の場合でも、2つの

小学校と1つの中学校の場合では、小学校と中学校統合

による行事消滅の危惧への否定的意見が出る<14>。一

方、1つの小学校と1つの中学校の連携の場合は、ス

ムーズに進む<15>。保護者と地域の反応の違いとして

は、保護者は、新たな物に対する不安からくる反対が

多いが、地域では小中一貫教育により、地域の活性化

を図りたいという思いが背景にあり、地域住民が、地

域の活性化を図りたいという考えから肯定側にまわる。

6)説明効果　説明方法によって、保護者や地元住民の

意見への影響が伺える。つまり、小中一貫・連携教育

のメリットを説明すると、否定的な意見の保護者や地

元住民も、賛成へと至ることが伺える。それは特に、

統廃合が起こる場合に用いられ、説明に対する効果と

言える<16>。単に統廃合を行うよりも、小中一貫教育

の教育環境向上に期待し、統廃合で生じるデメリット

に小中一貫教育という付加価値を付けて、統廃合を行

う方が良いとし<17>、保護者や地域への説明の際にも、

小中一貫教育のメリット部分を前面に出し、否定的意

見が肯定意見に至ると言える。

7)学校側の反応　小中一貫・連携教育が、行政側から

トップダウンで降りてくる場合、教員の反対が起こる

<18>。保護者や地域の反応と同じように小中一貫・連

携教育への疑問から始まる<19>。元々の小学校と中学

校の文化の壁から、想像出来ない部分や、教育効果へ

の疑問、不安を持ちながらも、努力を行っているが

<20>、反対意見から転勤の申し出をする教員もおり、

半数以上が入れ替わる場合もある<21>。トップダウン

によってそういった反対意見が出ている。理由として

は、仕事量の増大<22>、教師間交流や児童生徒の交流

を図っていかなければならない時間的制約<23>、更に

■設置の発端■

<1>校舎の改築、老朽化、時期が一緒だったというのがあ

ったので。(A-Si教委)

<2>市としても、経費の問題で言うと学校を二つかかえると

いうのは、大変なんで。(To教頭）

<3>たまたま小中一貫っていう構想もありまちづくりも具現

化してきたので、だったら一緒にやっちゃいましょうって予

算付けしたんですけどね。(A-Si教委)

<4>分離型と違って統廃合で一体型なったら、最初は何十

億かかるけども、後で補助金で返ってくるので。学校運営

する為の経費、結構いるんです。だから将来的に考えると

市町村も助かるわね。(He校長)

<5>東京の様な場合やと一体型の方が安上がりでしょ。２

校建てるより。品川なんかでも、新しいところつくってるけど

売却してるでしょ。あかんところ統合して。(He校長)

<6>人数が少ないということで統廃合の流れになり、その1

年後に小中一貫校になりました。(Ta校長)

<7>地方か市内やったらもうそういう統廃合絡み、ただ市内

で問題なんはそれだけの土地が取れるか。(To教頭)

<8>子供増えてきてると。この今ある中学校が満杯になっ

てきて、ここの校区は少子化になってる。見え隠れするの

は分離をという話ですわ。(He校長)

■小学校区を単位として行っていた地域活動の変化■

<9>出来る限り、旧の学区で行っているが、統一化されたも

のもあると聞いている。(Fu教委）

<10>水間小学校だけでしてた運動会が、田原小中学校で

一緒にやるからねえ。運動会はそのまま。ただ地域でしな

い。４キロほどねえ、くだってきて、田原でしてるから。そり

ゃ無くなったことに関しては、淋しいと思う。(Ta元校長）

<11>小学校区と中学校区が違うと、その小学校があったと

ころが統廃合されたときに、そこの周辺の地域の活動は

衰退してしまったりとか、ガラッと変わります。(A-Si教委）

<12>町会長が2人いたところが1人にしなきゃいけないとか

、組織も変わっちゃいますし、当然ＰＴＡとかも変わっちゃい

ますし、学校ごとにＰＴＡの考え方が違う、みんな独自の活

動してますので、じゃあえいやで一緒にして上手くリンクし

てそこで活動が出来るかっていうとそれはそうじゃないわ

けで地元の特色があるわけで、それがじゃあ1つの学校で

出来るかっていうと難しいですね。(A-Si教委）

<13>子供たちも1校に統合しちゃうと遠くなったりとかする

ので親御さんとしてはそんな遠くなっちゃうところに通わせ

るわけにいかねー、当然兄弟もいるだろうし。(A-Si教委）

■設置の条件■

<14>学区域が全く一致している、重なっているとかじゃなく

て丸々一致しているのが大きい。学区域が一致してるって

いう事で行う方が非常にやりやすいですね。(A-Ok教委)

<15>Mi小学校の子は全部、Mi中学校に行くんです。(N-Mi

教委)

<16>これは、もう中学校グループで。Kk中にGo小とTk小の

子が行っていた。(K-Kk教委)

<17>奈良では小学校と中学校が隣り合わせているのここ

だけなんで、渡り廊下をつけて一気に施設一体型に。(Ta

校長）

<18>Uk小学校とJi小学校の２つで校区自体は奈良市で１

番小さい中学校区。端から端までは、ここ中心にしたら２０

分２０分くらいですね。(He校長)

<19>町の中の学校やから学区狭いですよね。６年生が小

学校へ戻るといっても、Go小なら５分で行けるし、Tk小でも

１０分かからへんので、移動の時間もよそから比べたら、

はるかに近いですよね。(Kk教頭)

<20>どうやって通うんやと、山の麓まで。というので、一貫

校は無理があるやろうと、土地はあったんですけどね。(Tt

教頭)

<21>Ok小の40周年とOg中の20周年の周年行事を一緒に

合同でやったという経緯があり、元々小学校、中学校の交

流があった。それがやっぱり地域的にも大きいという事で

。(A-Ok教委)

<22>元々特に連携してるとこを一貫校に選んでいるってい

うのはあって、特に地域としてまとまっているところがあっ

たので。(A-Ok教委)

<23>一貫校に決定されたのは元々連携してたからの部分

もありますわ。やり易かった部分もありますね。(Mi校長)

<24>地域としての繋がりが非常に強いところなので、そう

いう繋がりは、当然大昔からあって、その小中学校が中心

になっとったっていうのがあるんですけども。(M-Nu教委)

<25>地元調整だとか色んな地域の活動だとかってのを含

めるとやっぱり学区域って頭の中にあるんじゃないですか

ね。(A-Ok教委)

<26>一貫校を受け入れてくれるところっていうか、そういう

ところが本音としては大きいかもしれないですね。(A-Ok教

委)

表4.実現プロセスの特性

小中一貫・連携教育校検討の背景
■説明の仕方■

<1>校長通信とか、HPの立ち上げだけ思います。(Mi校長）

<2>「５－４制でやることによって、中の先生が小にすぐ教

えに来れる。子供たちをより一層高めて育ててくことが出

来ると考えてます。だからこうやっていきます」と(K-Kk教委)

<3>各論で話をすると、ひとつひとつもめてしまうんで、最

初は総論で説明するんですよね。(K-Kk教委)

<4>そこはね、プラス面で語って行かないと。(K-Kk教委)

<5>英語は早くからやるし、中学の先生が小学校教えに行く

しということで、それやったらいいやないかと。(Ta校長）
■否定的意見■

<6>一番最初につくった学園以外は後出しじゃんけんみた
いなもんですから地域にしてみれば何でここに小中一貫
校なのって確かに疑問はあった。（S-It教委)

<7>最初は。「何でなのお？」とか。やっぱり中学生と一緒
に暮らす不安。ガンをつけられるとか。親としてはそういう
こと大きな不安ですよね。（Ok副校長）

<8>６年生の親にしてみたら、今まで５年間それぞれ小学
校にいてて、なぜ中学校の校舎に行かなくちゃいけないの
って、かなり反対があったと聞いています。(K-Kk教頭)

<9>「本当にそんなんで教育の効果が上がるのか」とかで
すね、「小中一貫教育って何なんだ」とか。(A-Ok教委)

<10>要はやっぱり「統廃合の隠れ蓑だろ」みたいなところ
から、「別々につくれ」とかってのは出ました。小1、中3全然
違いますから本当に対応できるのか。やっぱり未知の領
域だったんで、非常に特に保護者の方たちは心配する部
分っていうのはありましたよね。(A-Si教委)

<11>統廃合って話を持ちかけると当然地元の方たちから
反対が出ます。だから当然Siも小中一貫校を建てますって
一番最初相当やっぱり抵抗はありました。単なる統廃合し
てるだけの話じゃねーのかとか。(A-Si教委)

<12>モデルもなかったので。Taの子供達を実験台にする
のかって結構地元の圧力があったですね。(Ta元校長)

<13>水間小学校をもう廃校にするという。それと小中一貫
をやるってのを一緒に出したものなので、すごい反発があ
りましたね、地元から。OBがかなり反対して。(Ta元校長)

<14>例えば「何で小中一貫教育をするの？」とかね。学校

関係者とか、それに近いような人やったら小中一貫教育っ

て何かっていう意味はわかるけども、初めて聞いた人とか

やったらわかりにくいですよね。うん、だから「小学校と中

学校とかもう一緒にしてしまうのかと」かね。「小学校の卒

業式無くしてしまうのか」とかね。(He校長)
<15>「これが進みますよ」言ったら、「うん」って。(Mi校長）

■説明効果■

<16>学校がなくなるということで反対があったんですが、水
間のほうは特にね。無くす代わりに小中一貫で、１年から
英会話学習ができると、中学の先生の指導が受けられる
し、学習の効果がありそうということで、最後には賛成にな
ったんですね。(Ta校長）

<17>単なる統廃合よりはやっぱり小中一貫っていう、どう
せなら教育環境の向上に繋がるような物の方が手法とし
て良いと思いますね。あんまり単なる統廃合ってメリットな
いですからね。地元の子供たちからしてみても。(A-Si教委)
■学校側の反応■

<18>今まで全然そんなことしてないのに急に指定がボンっ
といった。それは主に教員がしやななことでしょ。だから、
そりゃ反対もあった。(He校長)

<19>職員も「それ本当に校長先生するんですか」っちゅうよ
うな感じですよ。まあ結局ねえ、上からトップダウン来たか
ら、奈良市の場合はねえ。まあどこでもそうなんですけど
ねえ。(Mi校長、元Tom校長）

<20>申請書みたいな分厚いやつを一生懸命読ましてもら
って、でわからんままにスタートして。１つの学校でやって
いくいうことは、もう想像がつかなかったんですよ。どうなる
のかっていうのはね。どんな教育効果があるのかなとかっ
て全然ね、わからなかったですし。(Ta教諭）

<21>降って湧いたような話やから。教員にしてみたら。何も

手も挙げてないしね。そうすると、この教育に対して、「えー

、反対。」あるいは「いや、ちょっともひとつ私はやりたくない

。」て人は、転勤をさせなあかんでしょ。うちやったら事務入

れると２４人。２４人のうち、１４，５人かえた。私来る前で５

人は。私来て９人。もうだいぶ入れ替わってる。(He校長）

<22>仕事の量増えますもんね。部会は、全て小学校と中

学校の教員が入る。１人２役。最低。大変やね。(He校長）

<23>時間無いけど交流していかなあかんてことでしょ。教

師間交流。子供の交流。負担なってやめていく。(Mi校長）

<24>時間数もちょっと増えていく学校もあるんですよ。そん

なこともあって、だから負担に思うんやろうな。(Mi校長）

<25>やっぱりここだけこんな忙しいみたいな。奈良市がパ

イロット校システムをとったから、結局、やり易いところ。他

してないでしょ。だから他へ出たがるんですよ。私もTomで

、言うたらあかんけど、初め３分の１出て、で、去年やった

ら、半分くらい。結局はパイロット校システムやから、うん、

忙しいしんどなるのはわかってると、これから開校していく

し、工事も入るし、てなるやん。でしょ。(Mi校長）

表5.実現プロセスの特性

小中一貫・連携教育校検討の背景
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<9>出来る限り、旧の学区で行っているが、統一化されたも

のもあると聞いている。(Fu教委）

<10>水間小学校だけでしてた運動会が、田原小中学校で
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ゃ無くなったことに関しては、淋しいと思う。(Ta元校長）

<11>小学校区と中学校区が違うと、その小学校があったと

ころが統廃合されたときに、そこの周辺の地域の活動は

衰退してしまったりとか、ガラッと変わります。(A-Si教委）

<12>町会長が2人いたところが1人にしなきゃいけないとか

、組織も変わっちゃいますし、当然ＰＴＡとかも変わっちゃい

ますし、学校ごとにＰＴＡの考え方が違う、みんな独自の活

動してますので、じゃあえいやで一緒にして上手くリンクし

てそこで活動が出来るかっていうとそれはそうじゃないわ

けで地元の特色があるわけで、それがじゃあ1つの学校で
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番小さい中学校区。端から端までは、ここ中心にしたら２０

分２０分くらいですね。(He校長)

<19>町の中の学校やから学区狭いですよね。６年生が小
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１０分かからへんので、移動の時間もよそから比べたら、

はるかに近いですよね。(Kk教頭)

<20>どうやって通うんやと、山の麓まで。というので、一貫

校は無理があるやろうと、土地はあったんですけどね。(Tt
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いう繋がりは、当然大昔からあって、その小中学校が中心

になっとったっていうのがあるんですけども。(M-Nu教委)
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<26>一貫校を受け入れてくれるところっていうか、そういう
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<23>時間無いけど交流していかなあかんてことでしょ。教

師間交流。子供の交流。負担なってやめていく。(Mi校長）

<24>時間数もちょっと増えていく学校もあるんですよ。そん

なこともあって、だから負担に思うんやろうな。(Mi校長）

<25>やっぱりここだけこんな忙しいみたいな。奈良市がパ

イロット校システムをとったから、結局、やり易いところ。他

してないでしょ。だから他へ出たがるんですよ。私もTomで

、言うたらあかんけど、初め３分の１出て、で、去年やった

ら、半分くらい。結局はパイロット校システムやから、うん、

忙しいしんどなるのはわかってると、これから開校していく

し、工事も入るし、てなるやん。でしょ。(Mi校長）

表5.実現プロセスの特性

小中一貫・連携教育校検討の背景



授業時間数の増加もある<24>。全市で小中一貫・連携

教育を行っていない場合の多忙感から他の学校への転

勤を望む<25>。このように、半数くらい教員が転勤し

ていくということも起こっている。

4.小中一貫・連携教育校における運営・活動の特性

1)小中一貫・連携教育校の組織・運営　表6より、施設

が分離しているものよりも、施設一体のものほど、連

携の度合いが高くなることが分かる。小学校と中学校

が統合されたことで、校長やPTA会長に負担が生じてい

る(表7<1><2>)。小規模の小中一貫校では、教員同士が

児童生徒の情報を共有する意義は大きいが<3>、大規模

の小中一貫校では、集まる場合の、施設的制約から生

じる問題がある<4>。校舎が分離している学校では、日

常的に合同では行いにくいが<5>、教員同士の繋がりを

深めることで、小中一貫・連携教育の意義を見出そう

としている<6>。また、職員室の統合と違い、保健室の

統合については、検討する必要がある<7><8>。

2)小中一貫・連携教育校の学校活動内における特性　

小中一貫校になると、新しく学校の枠組みを作り替え

る事例が見られる。学校名、校章や校旗を新しく作る

際には、①新しく作り替える<9><10>②両方を用いる

<11><12>③一方を用いる<13>であるが、制度的には小

学校と中学校は別なので、学校名や校章、校旗も統一

のものは作っても、元々の小学校と中学校のものは

残ったままである<14-16>。一方、小中一貫校になって

も、新しく作らない学校もある<17>。こういったシン

ボルと違って、少し扱いが異なる校歌は、新しく作る

学校もあるが、両校の元々のものを活かし<18><19>、1

番ずつ歌う等、制度上は小学校と中学校が未だ残って

いる為、こうした方策をとっている<21>。有るものと

無いものが混在し、明確な線引きはされていないよう

にも見受けられる。また、学校統廃合とは違って、小

学校と中学校の縦の統合という繋がりの中で、そのま

ま活かせるものは活かしていくということも読み取れ

る。統廃合の際は、学校同士の平等性に配慮して変更

の必要性を指摘されるが、こういった横の統合と違い、

縦の統合である小学校と中学校の統合は、制度上の縛

りもあるが、優位性への配慮は薄い。制服についても

言えるが、統一したことにより、変化は無くなるとい

う危惧があり、9年間という長い流れの中で、区切りも

必要であると言える。また、全てを小学校と中学校で

行わず、ある程度分けて行う背景には、小学生と中学

生が一堂に介した時の、話の焦点の難しさ、それに対

する負担が生じるが<21-24>、工夫も行っている<25>。

また、2つの小学校の6年生だけが中学校校舎で生活し

ているKkでは、特に小学校と中学校が合同で集会を行

うことに重きを置いておらず<26>、各小学校と中学校

への往復で始業式、終業式行っている<27>。大規模校

舎でも学校内の移動の負担が生じているが<28>、移動

に関しての負担が生じると考えられる。また特に運動

会や文化祭等を合同で行い、連携を図る。①全体で一

表6　連携の体制

■組織、運営■

<1>小学校校長会、中学校校長会、その両方に行かなきゃ

いけない。結構大変なんですよ。(It副校長)

<2>小学校PTA連合と、中学校PTA連合っていうのがそれ

ぞれまたあるんで。会長さんは忙しい。(It副校長)

<3>各学年生徒の報告をするんで。この子は今週はこんな

ことをしていましたとかね。だから中学校の先生は1年生の

子のことを知ってて廊下でも話すし。(Ta校長)

<4>会議とか研修も全て全員一緒です。本当に狭くて一杯

一杯なんですけれども。(It副校長)

<5>職員会議とかは５～９年生一緒です。それは毎月、

１～９までは。で、変わりばんこにやるんですよ。今月は西

校舎でやったら、来月は東校舎。大移動です。一斉に。

(Ok副校長)

<6>やっぱりね、子供をだしにしてやないけど、「あの子どう

してるー？」とか「これこれこうですよー」とか。子供の話で

交流、繋がり、そういうことが大事でしょうね。(Mi校長)

<7>職員室を一つにするいうのは、すごい効果があります

。で、これはもう連携型では、絶対出けへんこと。(To教頭)

<8>最初は１つにしたかったんで１つにしたんですけど、大

きい奴らが、お腹が痛いから前だったらわーって行ったと

ころを小さい子がいるのでそうもいかず我慢した結果症状

重たくしてしまったとか。 (Si教委)
■新しく作り替える■

<9>学校名は箕面市が公募で。(To教頭)

<10>校章も当時の子供にデザイン募集して。箕面市がデ

ザイナー委託してコンセプトを活かしたの新たに。(To教頭)

■両方を用いる■

<11>学校名は小学校と中学校の名前取って。(Ok副校長)

<12>元々の小と中の校章を合体させた。(It副校長)

■一方を用いる■

<13>原小と伊藤中っていう名前から伊藤学園になった時

には、ここが伊藤中校舎だったっていうこともあって。あと

は昔は学区域制が揺らがなかったので原小学校出た人

全員伊藤中学校なんで。(It副校長)

■新と旧■

<14>学校教育法とかでは小学校と中学校は別なので、校

章も元々のものもあると言えばありますけど。(It副校長)

<15>シンボルマークで。学校名も愛称やし、制度的には小

中別なので、校章とかも小と中のも残ってて、アリーナの

舞台上には、それぞれ飾ってあるんですけど。(To教頭)

<16>校旗が上がる時には、３本上がるんですよ。(To教頭)

■作らない■

<17>そのままの校章で残ってますね。新たに、小中学校と

して新しい校章はつくっていません。(Ta教諭)
■歌い分け■

<18>校歌はお金が無かったので。今まで原小に校歌があ
って、伊藤中に賛歌があって、両方そのまま残した。原小

の方に伊藤学園の名前を強引にねじ込んで。(It副校長)

<19>全校朝礼とかでは、交互に。4月に校歌歌ったら、5月

に賛歌。式では、冒頭に校歌、終わりに賛歌。(It副校長)

<20>小学校、中学校、１番とこだけそれぞれ続けて歌う。
だから１年から９年まで、小学校での１番の校歌と中学校
での１番の校歌と一緒に歌うんです。一応書類上は、小と

中あるからそれも含めて、まあちょっとって。(Ta教諭)
■話の焦点■

<21>小中でしゃべること違うから、週１で別でやったり、月１
で一緒にやったりもありますね。中学生に話しておきたい
こともあるし。「ちょっときっちりやって行こうな」っていう話を
、そこへ５年生とかおって５年生は普通にやってるのにきっ
ちりやって行こな言われても何やろと思うやろし。(To教頭)

<22>朝礼は別々ですね。東校舎、西校舎で。こちらの小学

校の校長先生は１～４年生に向けたお話。やっぱり一緒

にやると困りますよね。始業式はこっちで１～９までやるの

かな。その時は大変ですよね。何年生に向けた話をする

のかなって感じなんですけど。(Ok副校長)

<23>いつもどうしようかって本当に悩みますよ。そんなん１

年生、中学校３年、どこに対象が。(To校長)

<24>最初はやっぱり負担がねえ、まずどこに照準を当てる

かっていうのがあるのと。７８９年生という言い方ねえ。中

学生の皆さんがとかって言ってしまう。 (To元校長)

<25>色々小道具を作ってくれるんです。しゃべるだけでは

あかんと思って。前も、手品をね、全校集会で。 (Ta教諭)

■形式■

<26>６年生が、時間がうまく合えば入って、一緒にやるとい

うのもあるし。中学校だけでやる場合もあるし、色々分けて

います。(Kk教頭)

<27>始業式の日も、午前中じゃなくて朝１時間目２時間目

あたりで始業式はそれぞれの小学校でやって、その後中

学校へ戻ってきて、こっちで生活をすると。終業式も、逆で

す。そういうかたちで。(Kk教頭)

<28>朝礼の時とかもう皆一緒です。地下のアリーナで。移

動するのにすごい時間がかかる。実は、大勢だと移動が

時間がかかる。(It副校長)

表7.運営・活動の特性

小中一貫・連携教育校の運営・活動

(運動会等)
It: ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◎ △ ◯ ◯ ◯ △ × ◯ 中○、小×

4-3-2制 (副校長３) 養教:2人 決まりは 1～4,5～9 5～9 入,卒:有 5～9 1～4:45分 フロア別 移動教室前の (5,6年） 中:国語 5年,体育5,6年

新設一体 1～4,5～9 1～4,5～7,89 4年立志式 5～9:50分 1～4,5～9 交流給食

To ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ - × ◯ × ◎ △ × × ◎ × ◎ ◯ 中○、小×

4-3-2制 （教頭３） 養教:2人 1番ずつ 無 5～9 入:1,7合同 1～6:45分 最初だけ 縦割り (5,6年） 中:美術→小３以上の図工

新設一体 卒:有 7～9:50分 最後は無し 技術家庭→5,6年の家庭科

Ta ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◯ ◎ - × × △ △ ◎ ◎ - ◎ ◯ ◎ ◎ △ ◯ ◯ - △ ◎ ◯ 中○、小×

4-3-2制 （教頭２） 養教:2人 1番ずつ 無 無 5～9 入:無 5～9 1～4:45分 ノーチャイム ブロック給食 縦割り (5,6年） 中:体育,算数,理科,美術3年から

改修隣接 東西各々1 卒:セレモニー 5～9:50分

Ok ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ ◯ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◯ ◎ ◯ △ × ◯ ◯ ◎ × ◯ ◯ ◯ × × ◯ 中○、小×

4-3-2制 (副校長３) 小：1～4 小中各々 養教:2人 1番ずつ 校舎毎 校舎毎 施設面共通 5～9 入,卒:有 5～9 1～4:45分 校舎毎 (5,6年) 中:国語6年,社会TT,算数(TT)

4-5分離 東:1,西:2 中：5～9 東西各々1 校舎:修了式 5～9:50分 (一部）

Kk ◎ ◯ ◎ ◯ ◯ ◯ × × × × × △ × × △ × ◯ × ◯ △ △ ◯ × × × × 中○、小△

5-4制 （教頭２） 6～9 小：1～5 6～9 6:非1 小に戻る 施設面共通 6～9 小6参加 部活体験 6;45分 小6のみ別 中TT:理科,英語,美術,音楽

5-4分離 中：6～9 7～9:常1 5～9:45分 小TT:7年の読解

He × △ △ × × × △ × × × × × × × × × × × △ × △ × × × × × 中○、小△

4-3-2制 小6参加 部活体験 中:英会話科2小の6年へ

6-3分離 小の単発:図工→美術部,栄養→食育

Mi × × △ × × × △ × × × × × × × × × × × × × △ × × × × × 中○、小○

4-3-2制 1～6 中の吹奏楽と 中:5,6年英会話,6年家庭

6-3分離 縦割り マーチング 小:家庭科→情報

Nu × × △ × × × ◎ × × × × × × × × × × × ◎ × × × × × × ×

6-3制

6-3併設

凡例：小・中全体での連携有 = ◎、各校の学年区分、校舎区分上で(中期)の連携有 = ◯、部分連携有 = △、連携無 = ×

管管理理職職 公公務務分分掌掌 会会議議、、研研修修 職職員員室室 事事務務室室 保保健健室室 PPTTAA 新新校校名名 校校章章 校校旗旗 校校歌歌 朝朝礼礼 始始業業式式 終終業業式式 校校則則 制制服服 児児童童生生徒徒会会
入入学学式式

卒卒業業式式

行行事事
縦縦割割りり 部部活活動動 授授業業時時間間 チチャャイイムム 給給食食 掃掃除除 教教科科担担任任制制 乗乗りり入入れれ授授業業



表8.運営・活動の特性

小中一貫・連携教育校検討の背景
■合同行事■

<1>元々小学校は運動会あるし、小学校の運動会には６

年生はそれぞれ戻って、そこに参加してやります。で、中

学校の運動会にも６年生は参加していきます。(Kk教頭) 

<2>６年生だけは平日の日に中学校の体育大会に参加し

てるんですよ午後。一緒にやってるんですよ競技を。ボン

ボン持って競技をするとかね、綱引きをするとかね。学校

の応援合戦を一緒に見学をするとかね。(He校長)

<3>6年生の卒業式は小学校の校舎で戻ってやってたんで

すけど、昨年度から中学校の校舎でやってます。56年生

は向こうの校舎で生活しているので、自然かなあって。で

もそこでまた入学式をするので、不思議なんですけど。そ

れまではこちらに戻ってきて、卒業式の時はそこへ帰るっ

ていうかたちで。でまた新たにここで入学式。(Ok副校長)

<4>グラウンドが狭いので、これで運動会すると、目いっぱ

い人が入ってしまって、保護者がグラウンドで見れない。で

すのであの階段のところに、すずなりになられるか、それと

かこういうところを開放してこっから見てもらう。 (Kk教頭)

<5>中学校への参加せなあかんから、その分、中学校の

行事の練習もしなくちゃいけないので、本来やらなくちゃい

けないものがカットされてしまうようなのは具合悪いからそ

れも考えなくちゃいけないなっていうことはある。(Kk教頭)

<6>体育大会とか校舎から観覧すんのとかやったら別にし

てほしいとかなるよなあ。絶対そうやと思うわ。(Mi校長)

<7>中学校の体育大会に、小学生と一緒に合同競技をし

ましょうとなるとね、２つの小学校あって、中学校あるでしょ

。なら年間の行事予定どこの学校も作ってます。それをい

じらなあかんでしょ。で、いじるとなると、元々あった行事を

、変えなあかんでしょ。まずね。(He校長)

<8>午後に子供たちが来るようにしてありますが、午後に

する言うことは、中学校の元々あった競技を、削らなあか

んでしょ。で、元々中学校の体育大会やから全て一緒にす

るいうわけにはいかないもんね。(He校長)

<9>去年上手くいかなかったんは、その日はなんとか空け

られたんですよ。だけど次の日、雨降った次の日。こっち

はもう、遠足が入ってる。社会見学。来れない。で、こっち

は入ってない。来れる。でもこっちの小学校だけ来てという

わけにはいかんでしょ。だから今年は予備日も入れて３日

取ってある。３日間空けさすんです。小学校。違うところへ

行きなさいと。そうすると、３日間のうちまあ３日あったら、

どれかは出来るやろうと。(He校長)

<10>土曜日日曜日にすると、小学校６年生だけが来てる

んですが６年生だけを来るようにしようと思うとね、土曜日

授業してもらわなあかんでしょ。小学校ね。そしたらどっか

休みとらなあかんでしょ６年生だけ。で、中学校は全部や

るから、月曜日休みにしても良いけどね、というようなこと

が、起こってくると。(He校長)

<11>難しいのは、小学校の場合はその１学年だけいうわ

けにはいかんのですよ。というのは兄弟関係あるでしょ。「

あーこの日も、今までやったら休む必要がなかったのに、

上の子の為に、休まなん」とか、そういうようなことが生じて

きて、マイナスになっていったら何もならんわな。(He校長)

<12>皆で全校でやる集会とかあるんですね。大移動です

よね、子供たちが。それで雨でも降ったら大変な騒ぎにな

るんですよね。学園祭と運動会も一緒にやるんですけども

、西校舎の校庭が広いので、そっちでやるんですけど、学

園祭なんて衣装来て、移動するわけですよ。それを行った

り来たりね、それを１００人近い、越える学年もあるけど。

移動する、往復するだけで２０分はかかりますよね。やっ

ぱ授業の中の２０分は移動時間になってしまう。もったい

ないじゃないですか。(Ok副校長)

<13>異学年交流も出来にくいでしょねえ。そりゃ無理でしょ

。時間あわして引率してきて、来るだけでヘトヘトでしょ。で

そこへ交流、もうとっても無理やと思いますわ。(Mi校長)

<14>特に合同で行う必要性は今んとこ無いねえ。全然、文

化が違うわ。運動会のやり方が違う。(Mi校長)

小中一貫・連携教育校の運営・活動

表9.運営・活動の特性

小中一貫・連携教育校検討の背景
■時程調整■

<1>昨年までは全学級４５分授業で全く同じタイムスケジュ

ールで生活していました。こうすることで交流はやりやすい

ですよね。その代わりに低学年の子供たちは１０分休みし

かないと。２０分休みが無いから運動量が減る。(It副校長)

<2>上の方は、４５分授業でするということは、授業時数の

３９時間はめるためにどうするかっていうと４５分だと７時間

授業入ってました昨年度までは。(It副校長)

<3>時間割を途中で組み替えて、ある期間、６週間とか８週

間とか、本当は週に１時間の授業を２時間にする、ていう

ことを、色んな教科組合せをやって、年間のトータルで授

業数を確保する。結構細かいことで色々。これらを、調整

していくっていうのは結構大変。(It副校長)

<4>中の先生が小へ行きやすい様に、頭を揃えてるんです

わ。その代わり小学校は、全部１５分の休憩。他の小学校

やったら１０分、間に２０分とか２５分とか長い休みがありま

す。それは無しで全部１５分です。(To教頭)

<5>うちは最後鳴らしてないです。最初は最後も鳴らしてた

んです、ほんなら、頭が鳴って、４５分目に鳴って、５０分目

に鳴るんですね。中学生が落ち着かへんのです、ワンフロ

アやから聞こえるんです。もうスタートして直ぐに、中学校

の先生からクレームが出て、最後の５分がもう授業でけへ

んと、中学校的にはやっぱり５０分、最後の５分でまとめを

したい。だからなんとかなれへんかいうことで相談してもう

終わりは無しにしょうと、時計を見て教科担任の判断で終

わるようにしようと、それでなんとか収まるように。(To教頭)

<6>お昼休みは一緒になってますので運動場に、掃除の

時間とか、1年生の子が9年生の子に「今日はサッカーして

遊ぼうなあ」とか言うて声かけといて。昼休み運動場で1年

9年2年もう入り混じって一緒にサッカーを。 (Ta校長）

<7>基本的には階が違いますので。外で一緒に遊ぶのは

昼休みとか放課後とか、間の休み時間は、ほとんど移動

するか校舎内か。全教室休み時間５分ですね。 (Ta校長)

<8>昼休みは同じなので前期の子が給食の準備が手間取

るということで早くから時間とってるんですが、終わりは一

緒。掃除も縦割りなんで時間は一緒で、5時間目の始まり

は一緒ですね。 (Ta校長)

<9>デメリットは、やっぱりその教員が、授業するのに行き

来しないといけない。図工専科にしても、４年授業終わりま

した、次５年授業っていう時にそのわずかな休み時間で、

移動するわけです、雨の日も風の日も。その辺が時程で、

時程をやり繰りしたりとかはしてますね。(Ok副校長)

<10>うちの２時間目が終わったところとかは１０時１０分で

すよね。で向こうの３時間目が１０時４０分から始まるので

、３０分間あれば、移動プラス次の準備に、で自分はちょっ

と休める。で去年はもうちょっと移動の時間が無かったの

で厳しかったですね。そういうことで時程も。(Ok副校長)

<11>小学校の４５分に合わせて、中学校も４５分にしている

関係で、中学校は７時間授業にしないといけない。元々は

中学校は５０分授業なんですよね。だから４５分授業にす

ると普通２８時間で良いところを、うちは３１時間。だから７

時間授業を２日して、それでなんとか、文科省が言う授業

時数を確保するっということに、しているんです。(Kk教頭)

<12>小学校が、２時間目と３時間目休憩時間が２０分ある

んですよ。一応中学校は、休憩時間すべて１０分休憩なん

で。これ調整しないと、時間割がずれてくんですよね。ずれ

て困るのはなぜかいうと、中学校の教員が小学校に授業

に行ってる関係で、校時がうまく合わないといけないです

よね。それで合わせてる。５０分にしてしまうと、小学校と中

学校の時間割がなかなか組めないので、いうかたちで今

のところは４５分にしてるんだけども、まあこれについては

また見直しをして、やっぱ中学校も５０分でやらなあかんな

、ということに変えようかって言ってますけども。(Kk教頭)

<13>４５分授業に中学校もしているいうこともあって、元々

中学校の授業いうのは、５０分で大体計画されるのが、５

分短くなるいうことは、やっぱり元々の流れよりは、なんか

どっかを縮めなくちゃいけないということが出てくるので、最

後のまとめの部分が、というようなことも、出てきたりもしま

すから。そういう意味では、色々と工夫をしなくちゃいけなく

なってきて、そこでまた、時間数がね、７時間になってくるこ

とによって、学校全体でもね、クラブ活動の時間が短くなっ

たり、会議の時間が遅くなったり、ということで、勤務時間

の中だけでは、仕事が出来なくなってきてしまっている部

分もやっぱり出てくるし。(Kk教頭)

<14>校庭は、中学生と小学生と一緒になってやるとやっぱ

り怪我が起きるでしょ。ですからお昼休みも、小学校の子

供たちが遊ぶ時間と、中学校の子供たちが遊ぶ時間は、

ずれています。で、図書室の使用時間もずれています。

(Kk教頭)

<15>中学校で、放課後も遊びたいんやろうけども、中学校

は運動部の部活動があったりとかして、それ使えないでし

ょ、結局小学校へ戻ることしかないんですよね。(Kk教頭)

小中一貫・連携教育校の学習活動

度に行う、②一学年の部分参加(表8<1><2>)、③従来通

り、の３タイプに分かれた。6年生だけ参加している2

つの小学校と1つの中学校の連携であるKk、Heの6年生

は、運動会、卒業式、入学式の際に<3>、移動の負担が

生じる。元々が小規模校であったり、地域性から運動

会を合同で行っていたところ以外では、自然に行えて

いるとは言い難く、小中一貫・連携校になったことを

きっかけに立地に関係なく行っている為に、問題が生

じる。規模の大きい学校では、人数面から日常的に実

際の交流はあまり行えておらず、運動会を学校全体で

行おうとすると問題が生じる。完全な施設一体型では

無くても、ただでさえグラウンドが狭く人数の多い学

校で小学校6年生も参加する為に問題が生じる<4>。本

来行わなくてはならないことが出来なくなるといった

ことへの危機感も感じている<5><6>。こうしたことか

ら、人数の多い学校よりも人数が少ない場合に合同で

行うことが現実的であると言え、制限が加わると小中

一貫自体の意義も見失う可能性がある。また、施設一

体型で無い学校の場合に、合同で行事を行おうとする

際の調整の困難や、6年生を中学校の運動会に参加させ

ようとする場合の不都合が生じる<7><8>。2つの小学校

と1つの中学校の連携の場合は、更に日程調整に困難を

極めるが<9-11>、全学年で移動を行おうとする場合に

困難が生じる<12><13>。小学校と中学校の元々の運動

会の性格の違い<14>、人数的、距離的条件が合わなけ

れば、元々の文化の違いもあり、小学校と中学校で合

同で行うことには、色々と無理が生じてくると言える。

3)小中一貫・連携教育校の学習活動内における特性

小学生と中学生が同じ校舎で生活している場合、時程

を合わせている例があるが、小学生と中学生の元々の

活動の違いから、それに対する不都合も生じる(図1)。

Itでは、小中共に45分授業で行い、交流は行い易かっ

た反面、低学年の運動量が減るという問題(表9<1>)、7

時間授業が入る<2>、時程調整の負担があり<3>、Toで

は、小中教師の行き来を考え頭を揃えている代わりに

長い休み時間が無い<4>。チャイムの問題があった

<5>。Taでは、昼休みが一緒になっている為に、入り混

じって遊ぶ<6>。また、同じ少人数であるが、Ttと違い、

階が異なることや、休憩時間の長さ、ノーチャイムが

影響して、中学校の授業の邪魔になるようなことは無

い<7>。Ttの掃除の時間の一致と同じで、昼休みと掃除

の時間が一致していることが、縦割りや、交流を行い

易くしている要素であることも分かる<8>。Okでは、施

設が離れている為の、時程の調整が行われている<9>。

移動の困難を踏まえ時程をやりくりし、図1のように設

定している<10>。Kkでは、中学生も小学生の45分に合

わせたことから、7時間授業が生じている<11>。表のよ

うに、50分授業だと教員の行き来がしにくく時間割が

うまく組めない為に、45分授業で行っているが、見直

しも考えている<12>。元々の中学校の授業計画が50分

で計画されている為に、5分短くなると、最後のまとめ

の部分が行えないということが出てくる、7時間授業に

なることで、クラブ活動の時間や会議の時間が遅くな

る等が生じている為、勤務時間内では仕事が出来なく

なる等、教員の負担も生じている<13>。また、Kkは安

全面を考慮して、時程をわざとずらしている<14>。校

庭の使用に関しては、中学生の部活動に使われる為、

放課後の使用が制限されている面がある<15>。



表10.影響と変容の特性

小中一貫・連携教育校検討の背景
<1>魅力だけじゃないんですよね、やっぱ小中一貫っていうのは

。９年間かあとか思う。変えられない自分。きついですよね。うま

くいってればいいけどとか。(Ok副校長)

<2>小の場合はあんま変わんないんですけど、向こうの校舎の

、中学校の場合は、増えたり減ったり。１つはその正直言って、

９年生の子供たちの、生活の様子見てて、あそこには行きたくな

いわっていう場合もあるじゃないですか。正直な話、そういうこと

もありましたし。(Ok副校長)

<3>まあ、どっかれかなんかね。(Ok副校長)

<4>まあ施設が綺麗だというのもあるんですけどね。公立の学

校で、これだけの施設があるところは、そうないので、小よりも

中の方が、綺麗なんですよね。だからなんです。()Kk教頭)

<5>無理していったら、その家でのお仕事もあるし、採点も

あるやろし、教材研究も一杯ある中でね、どうやってこう連

携していくかってところが、やっぱり、難しいです。(Mi校長)

<6>離れてるから、もうそこそこで終わっとく。ほな、こない

で、しか出来ませんねえん、言うことが出来るからねえ。う

ん、あの、つかず離れずで。あまりにも、密着、こう密着し

たら、なあ。(Mi校長)

<7>たまには合同で会議したり。今年は飲み会やったかな

。ほんで行ったりな。うん、そりゃその中で、話出てくるから

ね。子供をだしって変な言い方やけど、子供を中心に、そ

の子供の話を、お互い出来るやないですか。(Mi校長)

小中一貫・連携教育校の影響と意識

5.小中一貫・連携教育校における影響と変容

　中1ギャップを埋める目的の元、設置されていても、

今度は9年間ということへの厳しさや新たな問題(表

10<1><2>)、学年区分で校舎を分けている場合は、小5

(小6)ギャップが新たに生じる可能性も否定出来ない

<3><4>。一方で、既存校舎を活かした連携を行ってい

る学校も、連携の難しさを感じている一方<5>、連携の

良さも感じている<6>。文化の違いや、忙しさから、小

学校と中学校は別の方が楽であるとしているが、児童

生徒を中心とした話をお互いに行うことに対しては意

義を感じている。また、合同会議等で学校の外でも、

コミュニケーションを図り、交流するようにしている

<7>。施設が分離していても、教職員が乗り入れること

で、児童生徒との関係も変化していく可能性がある。

6.結論

　小中一貫・連携教育校は、時代背景に上手く噛み

合っており、統廃合が関係する際には、小中一貫校を

付加価値として用いることで、合意を得易く、今後、

増加することも考えられる。小中一貫・連携教育校に

なったことをきっかけに、地域性に関係なく行ってい

る活動や、小学校と中学校が交じろうとする際に、

元々の活動の違いから不都合が生じる。こういったこ

とが、児童生徒にしわ寄せとして及ばないよう気をつ

ける必要があり、先に進むことのみに気を取られ、あ

まり見直さずに来ていたことから、今一度整理するこ

とが必要である。また、既存校舎を活かしながらで

あっても、児童生徒の情報共有を介し、小学校の教員

と中学校の教員が、お互いにコミュニケーションを図

ることに関しては意義があると考えられる。児童生徒

を介することで、今まで交流すらなかった学校同士に、

より良い連携の関係が築ける可能性がある。施設が分

離していても、教職員の乗り入れによって、児童生徒

との関係も良い方向へ展開する可能性がある。
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＜To＞1〜6年：45分授業・15分休み（2校時業間休みは15分）/ 7〜9年：50分授業・10分休み（2校時業間休みは10分）

＜It＞1〜4年：45分授業・10分休み（2校時業間休みは15分）/ 5〜9年：50分授業・10分休み（2校時業間休みは10分）

＜Ta＞1〜4年：45分授業・5分休み（2校時業間休みは25分）/ 5〜9年：50分授業・10分休み（2校時業間休みは10分）

＜Ok＞1〜4年：45分授業・5分休み（2校時業間休みは25分）/ 5〜9年：50分授業・10分休み（2校時業間休みは15分）

＜Ky＞6年：45分授業・5分休み（2校時業間休みは20分）/ 7〜9年：45分授業・10分休み（2校時業間休みは10分）

＜Ky 50分授業の場合＞6年：45分授業・5分休み（2校時業間休みは20分）/ 7〜9年：45分授業・10分休み（2校時業間休みは10分） 

＜Nu＞1〜6年：45分授業・5分休み（2校時業間休みは20分）/ 7〜9年：50分授業・10分休み（2校時業間休みは10分）
備考

図 1　小中一貫・連携教育校の時程編成の特性
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討 議 等 
  
◆討議 [ 梅宮典子教授 ] 
  
ヒアリングをされたのは、学校関係者で校長先生と

かに聞かれているということですが、他に例えば

PTA や子供にはされていない？ 
  
◆回答：今回は、校長や教諭や教育委員会にヒアリ

ングを行ったわけですが、主に設置段階、プロセス

の方に重きを置いていた為に、そういった対象で進

めていきました。 
  
◆討議 [ 梅宮典子教授 ] 
  
なんかこう、ざっと見ますと、デメリットばかりが

強調されている感じなんですけど、多分運営側とし

ては、新しいことやりたくないっていうのがまずあ

るんじゃないかと思うんですが。偏っているんじゃ

ないかなと思うんですが。 
  
◆回答：そうですね、デメリットの方を強調してい

る部分があるんですけど、施設一体型が特に児童生

徒の異学年交流が起こり易いだとか教員の乗り入

れがし易いだとか、そういったメリットの方を強調

されていたという前提を踏まえ、今回はこういった

ことを行いました。 
  
◆討議 [ 宮本佳明教授 ] 
  
ちょっとちゃんと読み込めてないんですけどね、デ

メリットの中で、学年のアイデンティティとか、記

憶に関わることね、要するに例えば、3 年生の時や
4 年生の時や、ちゃんと思い出があるわけじゃない
ですか。そういったものが希薄化するんじゃないか

って。そういった問題を指摘した人っていなかった

んですか。9 年間っていうのが僕は 1 番問題なんじ
ゃないかって、メリハリがつかないんじゃないかっ

て。 
  
◆回答：分離型の興本扇学園さんとかは、9 年間と
いう長いスパンがやっぱりあるということで、区切

りをつけるということはおっしゃっていました。 
 
◆討議 [ 宮本佳明教授 ] 
  
運営の問題じゃなくって、やっぱ空間の問題が大き

いんじゃないかって。人間の記憶って空間と一体に

なってると。学年が上がった時に、ガラッと変わっ

た、空間の雰囲気が、そういったものは。多分とど

ろみ辺りでもあれは自分がいくつの記憶だったの

かって覚えていないんじゃないかなと。そういった

心配を指摘した、そういった先生っておられなかっ

たのかって、そういう質問なんですけど。そこが僕

は 1 番問題なんじゃないかなって。 
  
◆回答：そういったものは無かったかと。 
→と申しましたが、田原小中学校の例が回答になる

ということで、下記に記載致します。 
中学年を過ぎると元ある校舎に戻ってくる、どちら

の校舎も経験できるようにという意図があるのと、

9 年間はすごく長い。6-3 制なら区切りが大きくあ
るが、この学校では区切りが 2 回ある。前期から中
期になった際、校舎が変わるのは、中期学年になっ

たなと意識させるように。また、8,9 年になったら
またこっちにもどってくるので、小さなステップを

設けているというか小さな段差はおいている。 
 
◆討議 [ 内田敬准教授 ] 
 
北村さんの研究の研究成果とあわせて 2人の研究成
果として言えることってないですか。対象が重なる

ところもあるわけですよね。 
 
◆回答：逆の視点からみたということがございまし

て。少しそういったことは、今は。 
→ソフト面もハードの制約を受け、ハード面でもソ

フトの整備が重要だということがわかり、長期的な

視野を持った施設計画を行わないといけないとい

うことが、北村圭亮氏の作られ方からの研究と、私、

宮武の実態調査の研究によって明らかになりまし

た。 
 
◆討議 [ 内田敬准教授 ] 
 
最後の頁に時程編成の特性っていう図が載ってて、

色づけもされているんですけど。何か普遍的なもの

は。 
 
◆回答：小学生と中学生の時程をあわせることで生

じている問題をここにはあげておりまして、普遍的

というのは、ちょっとまた。 
→この調査対象数では、普遍的なものという部分で

はやはり回答しにくいのですが、児童生徒の交流・

連携という点においては、小中一貫教育における小

規模校では、昼休みと清掃の時程等を合わせること



で縦割りの活動にも繋がり、実際に児童生徒の交流

が起こっていました。しかし大規模校では、児童生

徒の交流・連携という点よりも、学習面での向上に

特に主眼を置いており、安全面への危惧からわざと

児童生徒が交わらない様に昼休みと清掃の時程等

を組んでいる学校もありました。教員の連携や児童

生徒の連携、学習面での向上や精神面での向上、ど

こに主眼を置いているかが時程編成に表れている

のではないかと考えられます。 
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